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通期業績予想の修正に関するお知らせ 

 

当社は、2022 年 11 月 10 日開催の取締役会において、最近の業績動向を踏まえ、2022 年８月 10 日

に公表いたしました 2022年 12 月期（2022 年１月１日～2022 年 12 月 31 日）の通期連結業績予想を下

記のとおり修正いたしましたので、お知らせいたします。 

 

記 

 

１． 2022 年 12 月期通期連結業績予想数値の修正（2022 年１月１日～2022 年 12 月 31日） 

 

 
売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に帰属

する当期純利益 
１株当たり 

当期純利益 

 

前 回 発 表 予 想（A） 

百万円 

23,794 
百万円 

1,909 
百万円 

1,909 
百万円 
1,245 

円 銭 
25.50 

今 回 修 正 予 想（B） 24,556 2,318 2,324 1,525 31.23 

増 減 額（B－A） 761 408 414 280  

増 減 率（％） 3.2 21.4 21.7 22.5  

（ご参考）前期実績 

（2021 年 12 月期） 
18,100 1,105 1,143 729 15.47 

 

２． 修正の理由 

   当第３四半期累計期間につきまして、2022 年 4 月頃より世界各国の入国制限の緩和・全廃の動

きの加速を受け、海外渡航者数に回復の兆しもみられ、グローバル WiFi 事業の主力であるアウト

バウンド（日本から海外への渡航者）のご利用が徐々に回復してきております。 

   また、ウィズコロナにおける各種取組み（国内の各種利用ニーズの獲得、法人向け社内常備型

「グローバル WiFi for Biz」のテレワーク兼用のご利用、ＰＣＲ検査サービス、日本入国時の水

際対策の一環として一時的に受託している空港検疫所における指定アプリの登録・確認業務）等、

堅調に推移いたしました。 

以上により、通期連結業績予想につきましては、第３四半期累計期間の実績、足元の状況、

2023 年 12 月期以降の過去最高益早期達成へ向けた各事業への積極的な投資を踏まえ、通期の連結

業績予想を上記のように修正いたしました。 

 

（注）上記の業績予想は、現時点で入手可能な情報と合理的であると判断する一定の前提に基づいて

おり、実際の業績は今後のさまざまな要因により予想値と異なる可能性があります。 

以上 


